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総務費　１億４，２７７万１千円（５．３％）

公債費　２億２，２３２万５千円（８．３％）

土木費　２億４，７２１万２千円（９．３％）

民生費　２億５，１２３万９千円（９．４％）

衛生費　３億２，７４２万円（１２．３％）

諸支出費
３億６，１９１万５千円
（１３．６％）

農林水産業費
３億９，８４６万３千円
（１４．９％)

教育費
４億５，７３７万９千円
（１７．１％)

繰入金 １億７，８０２万３千円（６．７％）

村税 １億１，４１９万円（４．３％）

諸収入 ８，５５７万３千円（３．２％）

使用料及び手数料 ４，７１７万円３千円（１．８％）

地方譲与税 ４，７１３万３千円（１．８％）

その他 ４,５１６万６千円（１．６％）

隠

令和２年度　初山別村各会計予算の概要

特別会計　歳入歳出

一 般 会 計

歳　 入
【その他の内訳】
地方消費税交付金
  ‥‥‥‥ １，９５３万１千円(０．７％)
繰越金 ‥‥‥ １，１００万円(０．４％)
財産収入  １，０５６万２千円(０．４％)
環境性能割交付金
  ‥‥‥‥‥ ２７０万８千円(０．１％)
地方特例交付金  ３５万５千円(０．０％)
分担金及び負担金
  ‥‥‥‥‥‥ ２８万９千円(０．０％)
配当割交付金  ２４万８千円(０．０％)
株式等譲渡所得割交付金
  ‥‥‥‥‥‥ ２３万３千円(０．０％)
利子割交付金  １３万６千円(０．０％)
法人事業税交付金
  ‥‥‥‥‥‥‥ １０万円(０．０％)
寄附金 ‥‥‥‥‥ ３千円(０．０％)
交通安全対策特別交付金
  ‥‥‥‥‥‥‥‥ １千円(０．０％) 地方交付税 １２億１，７５０万（４５．６％）

後期高齢者医療保険特別会計 ２，３４０万円（２．９％）

一　般　会　計　 ２６億６，９８０万円 （前年度比 ５億５，２８０万円増）

特　別　会　計　 ８億１，７８０万円 （前年度比 ７，５６０万円増）

一 般 会 計

歳　 出
【その他の内訳】
消防費  ‥ ９，０２８万６千円(３．４％)
議会費  ‥ ３，３９５万８千円(１．３％)
労働費  ‥‥ ８３６万４千円(０．３％)
予備費  ‥‥‥ ５００万円(０．２％)
災害復旧費  ‥‥ １千円(０．０％)

その他 １億３，７６０万９千円（５．２％）

村債 ４億１，９４０万円（１５．７％）

道支出金 ３億６３２万１千円（１１．５％）

農業集落排水事業特別会計
１億８，７２０万円（２２．９％）

国庫支出金
２億９３２万１千円（７．８％）

商工費
１億２，３４６万７千円（４．６％）

簡易水道事業特別会計
１億７，２５０万円（２１．１％）

介護保険特別会計
１億６，４７０万円（２０．１％） 国民健康保険特別会計

２億７，０００万円（３３．０％）
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【議会費（議会事務局）】
　▼議会費 （議員報酬ほか） ……………………………………………… ３，３９５万８千円

【総務費（総務課・企画振興室）】
　▼一般管理費 （庁舎警備委託料、留萌地域共同総合行政電算システム利用負担金ほか） … ３，８６２万８千円
　▼財産管理費 （村有建物屋根葺替工事請負費、修繕料ほか） …………… １，９０８万５千円
　▼企画費 （初山別村応援大使事業補助金ほか） ……………………… １，５７２万４千円
　▼国鉄代替輸送対策費 （生活交通路線等維持費補助金、高校通学定期運賃補助金ほか） …… １，５３２万３千円
　▼地域おこし協力隊事業費 （地域おこし協力隊業務委託料ほか） ……………………… ２，２２６万６千円

【民生費（住民課）】
　▼老人福祉費 （介護保険特別会計操出金、生活支援事業委託料ほか） … ５，３７８万１千円
　▼障害者自立支援費 （障害福祉サービス費ほか） ………………………………… ７，３０５万６千円
　▼高齢者生活福祉センター運営費  ………………………………………………………………… ４，０３２万１千円
　▼後期高齢者医療費 （療養給付費負担金、後期高齢者医療保険特別会計操出金ほか） …… ２，５７９万９千円
　▼児童措置費 （児童手当） ………………………………………………………… １，００９万円

【衛生費（住民課）】
　▼環境衛生費 （ごみ収集業務委託料ほか） ………………………………… ２，８１２万８千円
　▼診療所費 （各診療所運営委託費ほか） ………………………………… ７，５５４万９千円
　▼衛生施設費 （羽幌町外２町村衛生施設組合負担金ほか） ……………… ４，３８０万１千円
　▼特別会計操出金 （特別会計操出金（簡易水道・農業集落排水）） ………１億５，４３３万４千円

【労働費（経済課）】
　▼労働諸費 （公園等維持管理業務委託料、移住支援金ほか） …………… ８３６万４千円

【農林水産業費（経済課）】
　▼中山間地域等直接支払事業費  ………………………………………………………………… １，４２４万７千円
　▼多面的機能支払事業費  ………………………………………………………………… １，４９１万４千円
　▼林業振興費 （村有林森林環境保全整備事業委託料ほか） ……………… １，８６８万６千円
　▼林道事業費 （天塩６線沢線改良工事請負費ほか） …………………………… ２，３０５万円
　▼水産業振興費 （水産業振興構造改善事業補助金ほか） ……………… ２億９，０７７万５千円

【商工費（経済課）】
　▼商工業振興費 （村商工会運営事業補助金ほか） …………………………… ４，２４１万４千円
　▼観光費 （みさき台公園ステージ改修工事請負費ほか） …………… ２，６１７万２千円
　▼岬センター運営費  ………………………………………………………………… ４，７８０万３千円

【土木費（経済課）】
　▼道路除雪費 （村道等除排雪業務委託料ほか） …………………………… ７，２２０万３千円
　▼道路新設改良費 （里見橋補修工事請負費ほか） …………………………………… ７，９００万円
　▼住宅管理費 （村営住宅長寿命化改修工事請負費ほか） ………………… ３，７３５万１千円

【消防費（消防・企画振興室）】
　▼消防費 （消防費負担金ほか） ………………………………………… ８，０７５万８千円
　▼災害対策費 （自主防災組織支援交付金ほか） ……………………………… ９５２万８千円

【教育費（教育委員会）】
　▼小学校管理費  ………………………………………………………………… ２，９０１万７千円
　▼中学校管理費  ………………………………………………………………… ３，７３３万５千円
　▼中学校大規模改造事業費  …………………………………………………………… ３億３，００６万３千円
　▼自然交流センター運営費 （エレベーター保守点検委託料、光熱水費ほか） ………… １，２６３万３千円

【公債費（総務課）】
　▼公債費 （長期債元金・利子償還金ほか） ……………………… ２億２，２３２万５千円

【諸支出金（総務課）】
　▼職員給与費 （特別職・一般職給料、各手当及び負担金） ………… ３億５，１１９万６千円

一般会計予算の主な使いみち　　〈各科目（太字）の後のかっこ内は主な担当課〉

※予算概要説明書については、役場、自然交流センター、岬センター、有明特別母と子の家、ふれあいの里豊

岬館、福祉の家共成館、初山別診療所、ＪＡオロロン初山別支所に配置しております。
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提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決初山別村過疎地域自立促進市町村計画の変更について議案第１号

可決令和元年度初山別村功労者表彰について議案第２号

可決
監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて
議案第３号

可決
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備について
議案第４号

可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について
議案第５号

可決
災害弔慰金の支給等に関する条例等の一部を改正する

条例の制定について
議案第６号

可決
初山別村営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条

例の制定について
議案第７号

可決
初山別村奨学資金条例の一部を改正する条例の制定に

ついて
議案第８号

可決令和元年度一般会計補正予算（第６号）議案第９号

可決令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議案第１０号

可決令和元年度介護保険特別会計補正予算（第４号）議案第１１号

可決令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）議案第１２号

可決
令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算

（第４号）
議案第１３号

可決令和２年度一般会計予算議案第１４号

可決令和２年度国民健康保険特別会計予算議案第１５号

可決令和２年度介護保険特別会計予算議案第１６号

可決令和２年度後期高齢者医療保険特別会計予算議案第１７号

可決令和２年度簡易水道事業特別会計予算議案第１８号

可決令和２年度農業集落排水事業特別会計予算議案第１９号
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○
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

→
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
所
要
の
改
正
。

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備

→
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
会
計
年
度
任
用
職
員
関
連

の
整
備
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
主
任
技
師
を
主
幹
等
職
か

ら
課
長
等
職
に
変
更
す
る
た

め
の
所
要
の
改
正
。

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

→
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
並
び
に
民
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

所
要
の
改
正
。

○
初
山
別
村
営
住
宅
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

→
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

所
要
の
改
正
。

○
初
山
別
村
奨
学
資
金
条
例

の
一
部
改
正

→
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

所
要
の
改
正
。

垢
 三
谷
議
員

　
現
在
の
貸
付
状
況
は
。

茅
 小
林
教
育
次
長

　
償
還
中
の
方
を
含
め
、　４８

件
と
な
っ
て
い
る
。

補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
４
６
４
０
万
２
千
円
を
減

額
し
、　

億
６
２
４
６
万
１

２２

千
円
に
。

 質
　
疑
 

○
庁
舎
非
常
用
電
源
機
械
室

設
置
工
事
請
負
費

　
万
８
千
円
の
減
額

１３

垢
 髙
場
議
員

　
議
会
の
所
管
事
務
調
査
の

所
見
で
試
験
運
転
を
随
時
実

施
す
る
よ
う
報
告
し
た
が
、

今
年
度
試
験
運
転
を
実
施
し

た
か
。
今
後
定
期
的
な
試
験

運
転
を
実
施
す
る
の
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
一
度
実
施
し
た
が
、
最
近

は
実
施
し
て
い
な
い
。
令
和

２
年
度
は
、
月
１
回
程
度
実

施
し
た
い
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
業
務

委
託
料

２
５
９
万
円
の
減
額

垢
 鎌
田
副
議
長

　
こ
の
委
託
料
は
、
報
酬
分

と
理
解
し
て
よ
い
か
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
協

力
隊
と
役
場
と
の
契
約
と
い

う
形
の
中
で
委
託
と
い
う
形

態
を
と
っ
て
い
る
。

○
家
庭
保
育
所
等
地
域
型
給

付
費
負
担
金
　
万
６
千
円
の
増
額

３０

垢
 髙
場
議
員

　
負
担
金
の
内
訳
を
説
明
願

う
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
無
償
化
に
伴
い
小
規
模
保

育
事
業
者
に
対
し
、
児
童
数

×
×

 
単
価
 
月
数
で
公
定
価
格

を
算
出
し
、
支
出
す
る
も
の
。

○
防
災
備
蓄
用
備
品
購
入
費

　
万
５
千
円
の
減
額

５６

垢
 髙
場
議
員

　
防
災
備
蓄
と
し
て
マ
ス
ク

を
備
蓄
し
て
い
る
か
。
あ
る

の
で
あ
れ
ば
非
常
事
態
で
あ

る
の
で
、
必
要
と
す
る
村
民

に
配
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

　
防
災
備
蓄
と
し
て
、
４
０

０
枚
備
蓄
し
て
い
る
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
住
民
課
で
は
、
３
０
０
枚

備
蓄
し
て
お
り
、
防
災
備
蓄

と
合
わ
せ
７
０
０
枚
あ
り
ま

す
が
、
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に

施
設
の
消
毒
、
或
い
は
患
者

等
の
対
応
が
必
要
と
な
る
の

で
、
備
蓄
し
て
お
き
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
４
４
６
万
３
千
円
を
減
額
し
、

２
億
６
６
６
６
万
８
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
２
７
７
万
４
千
円
を
減
額
し
、

１
億
８
１
０
０
万
２
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
３
８
０
万
３
千
円
を
減
額
し
、

１
億
９
７
６
４
万
４
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◇
　
万
７
千
円
を
減
額
し
、
８

２１

８
６
７
万
１
千
円
に
。

そ
の
他
の
議
案

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
の
変
更

→
畜
産
担
い
手
総
合
整
備
型

（
再
編
整
備
事
業
）、
天
塩

六
線
沢
線
改
良
事
業
、
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
の
光
ケ
ー

ブ
ル
化
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
事
業
、
初
山
別
中

学
校
屋
内
運
動
場
改
修
事
業

の
追
加
等
。決

議
案

■
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切

り
開
く
」
決
議

 提
出
者
 鎌
田
 健
治
 議
員

 賛
成
者
 三
谷
 博
子
 議
員

 賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

意
見
書
案

■
「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
制
度
の
拡
充
」
を
求
め
る

意
見
書

 提
出
者
 加
藤
 一
裕
 議
員

 賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

 賛
成
者
 斉
藤
 勝
博
 議
員

意

見

書

案

条

例

の

改

正

そ

の

他

の

議

案

補

正

予

算

決

議

案

功

労

者

表

彰
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１
　
お
茶
の
間
懇
談
会
に
つ

い
て

議
員
 村
長
就
任
以
来
、
お

茶
の
間
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、
副
村
長
以
下
各
課

長
職
が
揃
う
必
要
が
あ
る
か

疑
問
に
感
じ
る
。
村
長
が
直

接
一
般
住
民
の
声
を
聞
く
の

で
あ
れ
ば
時
間
を
有
効
に
使

う
工
夫
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長
　
皆
様
の
細
や
か
な
ご
意
見
、

ご
質
問
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
今
後
と
も
こ
の
形
式

を
基
軸
に
開
催
し
た
い
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
形
式
と
は

違
っ
た
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形

式
の
開
催
方
法
等
様
々
な
視

点
か
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

２
　
地
域
ふ
れ
あ
い
担
当
職

員
制
度
の
効
果
的
な
運
用
に

つ
い
て

議
員
 こ
の
制
度
は
、
住
民

と
役
場
職
員
が
連
携
を
深
め
、

村
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
る

機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
全

職
員
を
各
自
治
会
等
に
配
置

し
て
い
る
。
担
当
区
の
諸
問

題
解
決
の
た
め
、
担
当
職
員

か
ら
の
働
き
か
け
も
必
要
と

思
う
が
い
か
が
か
。

村
長
　
職
員
に
は
、
①
地
域
の
実

態
や
問
題
点
に
努
め
る
こ
と
。

②
当
該
地
域
の
振
興
策
等
の

問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
。
③

担
当
地
区
の
皆
様
と
積
極
的

な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
勧

め
て
い
る
が
、
活
発
な
活
動

が
充
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
の
で
、
本
制

度
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
た
い
。

３
　
情
報
発
信
に
よ
る
村
の

活
性
化
策
に
つ
い
て

議
員
 本
村
に
は
、
素
晴
ら

し
い
景
観
や
自
慢
す
べ
き
資

源
が
豊
富
に
あ
る
が
情
報
発

信
が
不
足
し
、
知
名
度
が
低

い
傾
向
に
あ
る
。
様
々
な

ツ
ー
ル
を
追
い
風
と
し
て
知

名
度
を
あ
げ
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
活
性
化
に
結
び
つ
け

た
い
。
次
の
５
点
に
つ
い
て

情
報
発
信
方
策
を
伺
う
。

①
日
ハ
ム
の
応
援
大
使
が
選

ば
れ
た
が
、
村
外
へ
の
Ｐ
Ｒ

方
法
は
。

②
岬
の
湯
が
改
修
を
終
え
通

常
に
も
ど
る
が
、
ど
の
よ
う

な
企
画
と
情
報
発
信
で
挽
回

を
図
る
の
か
。

③
深
川
留
萌
自
動
車
道
全
線

開
通
で
観
光
客
の
増
が
予
想

さ
れ
る
。
み
さ
き
台
公
園
一

帯
へ
の
集
客
方
策
は
。

④
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム

の
登
録
者
が
ま
も
な
く
１
万

人
に
届
く
。
登
録
者
を
関
係

人
口
と
と
ら
え
「
し
ょ
さ
ん

べ
つ
村
だ
よ
り
」
を
発
信
し

て
は
。

⑤
郷
土
資
料
館
移
設
に
伴
い

記
念
事
業
を
計
画
し
、
村
出

身
の
村
外
在
住
者
へ
来
村
を

促
す
試
み
を
し
て
は
。

村
長

①
ポ
ス
タ
ー
、
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
球
団
が

許
可
す
る
も
の
に
限
り
掲
載

す
る
と
と
も
に
「
な
ま
ら
う

ま
い
し
ょ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な

ど
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
機

会
を
逃
さ
ず
応
援
大
使
の
事

業
を
進
め
て
い
く
。

②
指
定
管
理
者
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
企
画

と
し
て
各
種
特
典
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
検
討
し
て
お
り
、

村
も
遠
の
い
た
客
足
を
早
期

に
呼
び
戻
す
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
と
連
携

を
図
り
た
い
。

③
観
光
協
会
と
連
携
し
、
引

き
続
き
有
効
な
宣
伝
に
努
め
、

職
員
に
は
、
機
会
あ
る
ご
と

に
村
の
魅
力
発
信
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
な
ど
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

教
育
長

④
１
万
人
目
の
登
録
者
の
方

に
は
記
念
品
を
贈
呈
す
る
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
通
信
」

を
充
実
さ
せ
発
信
し
た
い
。

⑤
施
設
の
全
体
整
備
が
整
っ

て
い
な
い
現
段
階
に
お
い
て

は
、
記
念
事
業
は
行
わ
ず
資

料
の
収
集
・
保
存
に
努
め
る
。

一
問
一
答

議
員
 過
去
に
開
催
し
た
座

談
会
方
式
も
大
変
有
意
義
な

形
式
だ
っ
た
が
。

村
長
　
最
終
的
な
目
的
は
住
民
の

声
を
拾
う
こ
と
で
あ
り
、
少

し
で
も
住
民
の
声
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
開
催
方

法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
員
 地
域
ふ
れ
あ
い
担
当

職
員
か
ら
の
働
き
か
け
方
法

を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
は
。

村
長
　
今
の
ま
ま
が
決
し
て
良
い

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
生
き

る
制
度
と
と
し
て
変
え
て
行

き
た
い
。

議
員
 職
員
も
住
民
も
共
に

知
恵
と
汗
を
流
す
仕
組
み
を

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

村
長
　
住
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、

正
し
い
情
報
を
も
っ
と
発
信

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

小
さ
な
村
で
す
が
住
民
と
共

に
力
を
合
わ
せ
、
皆
で
こ
の

村
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

一

般

質

問
髙場　志津子　議員

Ｑ　お茶の間懇談会の時間を

　　　　有効に使う工夫が必要では

Ａ　開催方法など
　　　　　　様々な視点から検討する
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機
能
す
る
防
災
体
制
の
構
築

に
つ
い
て

議
員
 本
村
で
は
、
自
主
防

災
組
織
に
つ
い
て
村
交
付
金

に
よ
る
支
援
を
受
け
な
が
ら

自
治
会
単
位
で
設
立
が
急
が

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
Ｉ
Ｐ

告
知
放
送
は
、
風
の
影
響
を

受
け
住
民
に
は
聴
き
取
り
に

く
く
、
役
目
を
果
た
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
増
え
続

け
る
災
害
か
ら
住
民
を
守
る

為
、
別
の
情
報
手
段
を
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う

が
村
の
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。
又
、
昨
年
新
し
い
消

防
庁
舎
が
完
成
し
た
。
屋
上

に
４
０
０
人
収
容
で
き
る
と

し
、
庁
舎
近
隣
住
民
の
大
多

数
も
津
波
等
の
災
害
時
に
対

す
る
避
難
場
所
に
挙
げ
て
い

る
。
実
際
に
何
人
収
容
可
能

な
の
か
確
認
と
高
齢
者
を
屋

上
ま
で
誘
導
す
る
手
段
の
確

認
が
必
要
と
思
う
が
、
防
災

訓
練
を
実
施
す
る
計
画
は
な

い
の
か
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

村
長
　
現
在
、
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
有
明
か

ら
共
成
ま
で
設
置
し
て
お
り
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
極
め
て

緊
急
性
の
高
い
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。
指
摘
の
と
お
り
、

天
候
等
に
よ
り
聴
き
取
り
に

く
い
点
も
承
知
し
て
お
り
、

メ
ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
よ
り
少
し
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
情
報
が
伝
わ
る

よ
う
体
制
を
取
っ
て
い
る
が
、

状
況
に
よ
っ
て
は
車
輌
に
よ

る
広
報
な
ど
の
補
完
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
手

段
の
改
善
、
ほ
か
に
導
入
可

能
な
方
法
を
住
民
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
重
層
的
な
仕

組
み
を
知
見
を
深
め
て
検
討

す
る
。
ま
た
、
近
隣
同
志
に

お
い
て
「
声
を
掛
け
合
う
」

な
ど
、
各
地
域
に
お
け
る
自

発
的
な
防
災
活
動
の
普
及
に

努
め
る
。

　
消
防
庁
舎
は
、
屋
上
の
面

積
か
ら
す
る
と
約
４
０
０
人

収
容
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

現
段
階
で
は
避
難
場
所
の
指

定
に
至
っ
て
い
な
い
。
津
波

発
生
時
に
お
い
て
、
緊
急
的

な
避
難
は
可
能
で
あ
る
が
、

避
難
生
活
を
行
う
施
設
と
し

て
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
、
や
す
ら
ぎ
、
初
山
別

小
・
中
学
校
を
指
定
し
て
ま

す
の
で
、
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
の
移
動
を
想
定
し
て
い

る
。
避
難
場
所
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
事
象
に
よ
り
様
々

な
対
応
を
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
消
防
支
署
と
協
議
し
ま

す
。
　
消
防
庁
舎
を
主
と
し
た
防

災
訓
練
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

想
定
し
て
い
な
い
が
、
各
防

災
組
織
の
研
修
会
場
と
し
て

の
活
用
は
消
防
支
署
と
も
協

議
済
み
で
あ
り
、
必
要
に
応

じ
て
柔
軟
な
対
応
を
検
討
す

る
。
　
大
規
模
災
害
発
生
時
は
、

行
政
が
全
て
を
支
援
す
る
こ

と
は
、
か
な
い
ま
せ
ん
。
行

政
・
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
被
害
を
少
し
で

も
軽
減
し
、
安
全
・
安
心
な

村
づ
く
り
を
進
め
る
。

一
問
一
答

議
員
 高
齢
者
は
、
携
帯
電

話
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
多

い
。
音
で
知
ら
せ
る
方
法
も

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

村
長
　
色
々
な
技
術
が
進
む
中
で
、

よ
り
効
果
的
な
も
の
が
あ
れ

ば
知
見
を
深
め
検
討
し
た
い
。

議
員
 海
岸
地
域
に
は
高
齢

者
が
多
く
い
る
。
防
災
グ
ッ

ズ
の
中
に
車
椅
子
も
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
し
、
防
災
用
品

も
自
治
会
に
任
せ
る
の
で
な

く
、
最
低
限
備
え
る
物
の
内

容
の
指
示
も
必
要
と
思
う
。

ま
た
、
避
難
に
対
し
て
１
分

１
秒
を
大
切
に
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
避
難
完
了
後
の
目
印

を
統
一
す
る
こ
と
も
必
要
と

思
う
が
い
か
が
か
。

村
長
　
実
際
災
害
が
起
き
た
場
合

を
想
定
し
た
防
災
対
策
は
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
が

多
い
中
で
村
の
防
災
体
制
を

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
か
は
極
め
て
重
要
な
問

題
で
あ
る
の
で
、
様
々
な
視

点
で
深
め
て
考
え
て
い
き
た

い
。

議
員
 消
防
庁
舎
の
屋
上
は
、

除
雪
が
さ
れ
て
い
て
、
い
つ

で
も
入
れ
る
体
制
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

村
長
　
具
体
的
な
活
用
の
仕
方
に

つ
い
て
は
、
消
防
と
一
緒
に

話
を
詰
め
て
い
か
な
け
ば
な

ら
な
い
が
、
毎
日
常
に
除
雪

し
て
お
く
こ
と
も
難
し
い
と

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
も
っ

と
理
論
を
深
め
て
効
果
的
な

施
設
の
利
用
を
検
討
し
た
い
。

議
員
 避
難
場
所
に
役
場
職

員
が
最
初
に
到
着
す
る
と
は

限
ら
な
い
。鍵
の
保
管
場
所
の

情
報
共
有
が
必
要
と
思
う
が
。

村
長
　
極
め
て
重
要
で
す
の
で
、

そ
の
視
点
も
大
事
に
し
な
が

ら
防
災
対
応
に
努
め
て
参
り

た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　ＩＰ放送が聴き取りにくい

　　　　　別な情報手段を考えては

Ａ　重層的な仕組みを

　　　　　　　知見を深め検討する
三谷　博子　議員



 

 

 

 一
般
会
計
 

 総
務
費
 

○
村
有
建
物
屋
根
葺
替
工
事

垢
 髙
場
委
員

　
ど
こ
の
屋
根
を
葺
き
替
え

す
る
の
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
旧
診
療
所
の
屋
根
葺
替
工

事
で
す
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
運
営

事
業

垢
 鎌
田
委
員

　
各
種
委
託
料
や
助
成
金
・

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
事
業
主
体
は
ど
こ
か
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

　
自
学
塾
委
託
料
は
、
マ
ッ

チ
ワ
ー
ク
ス
、
協
力
隊
業
務

委
託
料
は
、
各
隊
員
へ
報
酬

相
当
分
と
し
て
毎
月
支
払
わ

れ
る
。
協
力
隊
活
動
費
助
成

金
は
、
各
隊
員
の
住
宅
料
な

ど
要
綱
に
基
づ
く
助
成
金
、

起
業
支
援
補
助
金
は
、
任
期

終
了
後
に
村
で
起
業
し
た
場

合
の
補
助
金
、
活
動
事
業
補

助
金
は
、
隊
員
が
行
う
事
業

に
対
す
る
補
助
金
。

○
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

垢
 髙
場
委
員

　
令
和
２
年
度
の
事
業
概
要

に
つ
い
て
説
明
願
う
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

　
概
要
は
、
車
を
３
台
用
意

し
３
地
区
に
配
置
す
る
。
期

間
は
、
受
託
団
体
と
未
協
議

で
あ
り
確
定
は
し
て
い
な
が
、

冬
期
間
も
含
め
た
６
ヵ
月
の

試
験
運
行
を
予
定
し
て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
本
格
運
行
に
向
け
て
の
方

向
性
は
ど
の
様
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

令和２年度　予　算　総　括

前　年　度　比予　算　額会　計　区　分

２６．１％２６億６，９８０万円一　般　会　計

１．５％２億７，０００万円国民健康保険

特
　
別
　
会
　
計

△５．９％１億６，４７０万円介護保険

 ８．８％２，３４０万円後期高齢者医療保険

△ １０．４％１億７，２５０万円簡易水道事業

１１４．９％１億８，７２０万円農業集落排水事業

２２．０％３４億８，７６０万円合　　　　　計

羽

主

な

質

疑

三谷　博子　委員長

議会だ よ り

令和２年度各会計
総額34億 8， 760万円の予算を可決
初山 別 中 学 校 大 規 模 改 造 事 業　３億３，００６万円
初山別村加工場鮮度保持施設整備事業　２億８，４１０万円

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
谷
　
博
子
　
委
員
長
）
は
、
３
月
９
日
・
　

日
に
開
か
れ
、
令

１０

和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
５
特
別
会
計
予
算
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算
審査

特　別
委員会



迂

　
令
和
２
年
度
中
に
法
定
協

議
会
で
あ
る
地
域
公
共
交
通

会
議
を
立
ち
上
げ
、
運
行
範

囲
や
回
数
な
ど
の
村
の
方
向

性
を
提
示
し
、
バ
ス
事
業
者

等
か
ら
の
ご
理
解
を
い
た
だ

い
た
う
え
で
次
の
ス
タ
ー
ト

に
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
地
域
公
共
交
通
会
議
は
、

い
つ
頃
立
ち
上
げ
る
の
か
。

茅
 辨
開
企
画
振
興
室
長

　
令
和
２
年
度
の
年
度
当
初

に
は
立
ち
上
げ
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

 民
生
費
 

○
し
ょ
さ
ん
べ
つ
コ
ミ
パ
実

行
委
員
会
補
助
金

垢
 斉
藤
委
員

　
コ
ミ
パ
の
今
後
の
方
向
性

を
ど
の
様
に
思
っ
て
い
る
の

か
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
今
後
の
事
業
実
績
に
基
づ

き
開
催
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
補
助
金

垢
 髙
場
委
員

　
運
営
主
体
が
ど
こ
で
場
所

は
ど
こ
で
あ
る
か
、
放
課
後

児
童
支
援
員
の
人
員
体
制
な

ど
今
後
の
開
設
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
は
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
現
在
民
間
で
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
動
き
が

あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
支
援

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
旧
診
療

所
の
未
使
用
部
分
を
想
定
し

て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
あ
の
古
い
建
物
が
適
切
な

場
所
か
も
っ
と
広
く
考
え
な

け
れ
ば
と
思
う
。
地
域
の
問

題
と
し
て
住
民
に
情
報
公
開

し
、
話
し
合
い
の
場
を
持
つ

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

茅
 大
水
住
民
課
長

　
村
が
設
置
す
る
場
合
に
は

議
論
す
る
と
い
う
手
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
民
間
の

動
き
と
し
て
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
村
は
そ
れ
を
審
査

す
る
立
場
で
あ
る
。

 農
林
水
産
業
費
 

○
農
水
産
物
加
工
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

垢
 髙
場
委
員

　
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
に
提
供
し
て
い
る
農

業
者
が
５
人
ほ
ど
い
る
。
そ

の
方
々
の
圃
場
に
対
し
て
援

助
等
は
無
い
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
金
銭
的
な
支
援
は
講
じ
て

な
い
が
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
な
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

 商
工
費
 

○
深
川
留
萌
自
動
車
道
全
線

開
通
２
坩０
推
進
事
業
負
担

金垢
 髙
場
委
員

　
事
業
内
容
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
管
内
連
携
の
視

点
か
ら
ど
の
様
な
使
い
道
を

す
る
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
食
と
観
光
の
物
産
展
の
開

催
、
管
内
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ン
グ
の
ル
ー
ト
作
成
、
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス
ト
へ
管
内
市
町

村
で
出
店
等
を
予
定
し
て
い

る
。
 土
木
費
 

○
み
さ
き
台
公
園
野
球
場

垢
 鎌
田
委
員

　
以
前
は
学
園
が
使
っ
て
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

ど
の
位
の
利
用
率
が
あ
る
の

か
。
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
使
え
な
い
の
か
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
最
近
は
ほ
と
ん
ど
使
用
が

な
い
状
況
で
あ
り
、
整
備
も

こ
こ
数
年
手
を
加
え
て
い
な

い
。
今
後
は
、
学
園
と
も
協

議
し
、
利
用
状
況
を
聞
き
な

が
ら
、
活
用
方
法
に
つ
い
て

深
め
て
い
き
た
い
。

○
初
山
別
５
条
線
道
路
排
水

改
修
工
事

垢
 髙
場
委
員

　
こ
の
工
事
を
始
め
る
の
は

い
つ
頃
で
、
ど
の
位
の
期
間

を
も
っ
て
完
了
す
る
の
か
。

茅
 長
谷
川
経
済
課
主
幹

　
実
施
設
計
を
行
っ
た
後
、

７
月
位
を
目
途
に
予
定
し
て

い
る
。
期
間
は
、
令
和
２
年

か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
３
年

間
で
計
画
し
て
い
る
。

 教
育
費
 

○
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
推
進

事
業

垢
 斉
藤
委
員

　
６
名
分
の
労
務
職
員
報
酬

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ

タ
ル
の
世
話
と
沢
の
維
持
管

理
と
い
う
こ
と
か
。

茅
 小
林
教
育
次
長

　
全
て
ホ
タ
ル
の
沢
の
維
持

管
理
費
で
、
年
２
回
の
草
刈

り
の
報
酬
と
な
っ
て
い
る
。

垢
 髙
場
委
員

　
い
く
ら
手
を
掛
け
て
も
ホ

タ
ル
が
定
着
し
な
い
。
自
然

に
任
せ
る
時
期
に
き
て
る
と

思
う
が
。

茅
 小
林
教
育
次
長

　
昨
年
８
月
を
も
っ
て
人
口

飼
育
を
取
り
止
め
て
お
り
、

現
在
３
箇
所
の
自
然
羽
化
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

状
況
を
見
な
が
ら
今
後
の
取

り
組
み
を
考
え
た
い
。

 諸
支
出
金
 

○
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立

金垢
 髙
場
委
員

　
毎
年
百
数
十
万
円
の
寄
附

を
頂
い
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は
貯
金
を
し
て
い
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
も
う
少
し

積
極
的
に
活
用
す
る
意
気
込

み
が
必
要
で
な
い
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
基
金
の
保
有
状
況
を
見
な

が
ら
事
業
へ
の
充
当
を
検
討

し
た
い
。

 簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
 

○
水
道
施
設
管
理
業
務
委
託

料垢
 鎌
田
委
員

　
４
百
万
円
程
で
委
託
し
て

い
る
が
、
上
下
水
道
会
計
に

２
千
万
円
程
赤
字
補
填
し
て

い
る
関
係
も
あ
り
、
業
者
に

委
託
す
る
よ
り
も
１
人
職
員

を
採
用
し
て
も
良
い
か
と
思

う
が
。

茅
 向
井
経
済
課
長

　
指
摘
の
と
お
り
多
く
の
赤

字
補
填
と
し
て
一
般
会
計
か

ら
繰
入
し
て
い
る
。
出
来
る

限
り
効
率
的
な
運
営
を
心
が

け
、
特
別
会
計
の
運
営
に
努

め
た
い
。

議会だ よ り



雨

議会だ よ り

懇　談　会　報　告
初山別・千代田地区　　１月３１日／有明・栄地区 

・無料で乗せてもらうのはとても気の毒だ。少しでもお金を

取ってもらった方が良いと思います。

・福祉有償サービス利用者はチケットが当たらないが、土日は

福祉有償も使えない。土日はこのサービスを使えるようにし

ていただけたら。

 有明・栄地区（参加者２６名）

・無料でなくて良いので距離的にある程度お金を払わせていた

だいて、３月いっぱいまで、自転車が乗れる時期になるまで

お願いできたらと思う。

・いつ車を運転出来なくなるか分からないと思うので、あった方が良い。

・気象条件により運行出来ない日があると思うが、対応を柔軟にし使い勝手が良いものであって、

我慢するところは我慢するというような中で事業を拡充していただければ。

・ドライバーが足りない。実際に運行をするとなった時にこの状況では難しいような気がする。

・１年間を通して出来ることであれば、それに越したことは無い。是非とも無料でなくとも一部負

担があっても進めていただければと思う。

・今の形でドライバーの面でも進めていくべきでないかと思います。

・安い携帯電話でも良いので、ドライバーの皆さんに一斉に連絡が付くものがあると非常に助かる。

・ドライバーが足りない場合には、委託団体どうしで連携を行う形を作っておけば対応出来るのか

なと思います。

2  その他、住民の皆さんから頂いたご意見やご要望 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
・道立羽幌病院や留萌市立病院は、目の前にバスが停まり歩かないで済むが、留萌セントラルクリ

ニックやオロロンライン眼科は結構利用者はいるが、歩かなければならず転んだりしている人の

話を聞く。バス停を作っていただけないかを沿岸バスへ要望願いたい。

・除雪の問題で、村道と国道、村道と道道の交わる所に除雪の雪が溜まっていてスムーズに通行出

来ない。時間を調整して交差点をスムーズに通行できるよう要望していただきたい。

・共成地区の除雪で、一部の区間が少し風が吹くだけで通行出来なくなる。除雪をお願いしたい。

・村の防災無線が聞こえない。防災無線を増やし皆が聞こえるような体制をとってほしい。

・色んな所から人が出入りしている中で、通学路に何ヵ所か防犯カメラを設置願いたい。

・村と道の事業の連携が取れていない。話し合いの基でスムーズに経費が掛からないよう連携を

取ってほしい。

・初山別２条線は排雪を行うが、初山別１丁目線は大きな車が入れないからとどんなに雪が多くて

も取ってくれない。排雪をお願いしたい。

・各町内には人が住んでいない廃屋があると思う。そういう家屋の対策をしてほしい。

・新規就農者の受け入れについて、他町村と足並みを揃えるのではなく、初山別村独自の受け入れ

体制や助成体制の政策をお願いしたい。

・起業する前の研究に対する助成金を作ってほしい。
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議会だ よ り

村　議　会　住　民　
１月２７日／豊岬・明里・共成地区　　１月２８日／　

1 議会からの報告  鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

 豊岬・明里・共成地区（参加者１８名）

・対象を高齢者としているが交通弱者という囲いで

　子ども等も対象にしても良いのでは。また、試行

　期間については、冬期間が一番大事と思う。

・高校生がバス停までという需要が結構あるので一

　つの焦点にしてあげたら良い。

・冬場の運転は本当に難しい問題となり、その辺が

　これからの課題と思う。しかし、この事業自体は絶対この村に必要だと思う。

・ドライバーの確保が難しい中で、役場職員や地域おこし協力隊の活用も必要。また、スクールバ

スや岬センターのバスを活用できないか。

・通年となると利用者の個人情報の関係をどこまで共有していけばいいか。なんもなんも倶楽部で

引き受けることができるのか課題である。

・電話での予約、受付の対応が非常に大きな課題となっていると思われる。自動化できたら。

・親を病院に連れて行きたくても会社が休ませてくれない。交通弱者という観点から企業で１人余

計に雇える環境づくりに村が助成しては。

・企業に頼んで行ってもらわなければ無理でないか。ボランティアにお願いするのは無理。

・私達はチャンスをもらえた。今まで無かったが少しずつ皆が考えるようになってきている。これ

を続けて良い形になるようにボランティアも行政も歩み寄った事業で行えるよう考えていけたら

良いと思う。受付と配車を行政で担当してもらえたら良いと思う。

・自家用車はおっかない。車は役場でもってもらい車庫の設置も必要と思う。

・体の具合はいつ悪くなるか分からない。時間指定されその時間に申し込まなければならないとい

うことであれば利用者は大変である。

・利用者は困ってお願いしている。有料の方が頼みやすい。

・土日はドライバーを休ませるという意味で平日が望ましいと思う。

 初山別・千代田地区地区（参加者１６名）

・前日までに申し込みは、便利が悪いと利用者から聞いた。突発的に何かある時に使えるような仕

組みにしていただきたい。

・各地区に車を割り当てているが、この地区では頻繁に動いて他の地区では空いている状況があると思

う。１台しか無いから待たせるのではなく３台一括管理し、うまく活用できる方法は無いか。

・初山別地区は女性ドライバーが多い。冬期間となると男の人や若い人への呼びかけも必要と思う。

・沿岸ハイヤー等に委託し、村に支店を出していただき、そこに村が補助金を出せば上手くいくよ

うな気がする。

・ボランティアで行っても運転手になる人は少なくなる。２・３年は良いがその後を考えると不安である。

○地域公共交通対策について

住民の皆さんからの主なご意見
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議　会　の　う　ご　き

３　　　月２　　　月

管内町村議会議長会臨時総会

（議長・羽幌町）
２総務経済常任委員会（議長外委員全員）１０

第１回定例会（議長外議員全員）９

・
　
１０

例月出納検査（監査委員）１４

予算審査特別委員会（議長外委員全員）
管内町村等監査委員協議会役員会

（監査委員・札幌市）
１８

例月出納検査（監査委員）１８
北海道町村等監査委員協議会定例大会

（監査委員・札幌市）
１９

４　　　月議会運営委員会（議長外委員全員）

２１

事務局訓示（議長）１議会全員協議会（議長外議員全員）

例月出納検査（監査委員）

１６

北留萌消防組合議会定例会

（加藤議員・羽幌町）
２８

議会報発行特別委員会

（委員長外委員全員）

羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会

（斉藤議員・羽幌町）

■議会だよりは村ホームページからでもご覧いただけます。
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４月のこんなことあんなこと

　真新しい制服に身を包んだ１０名の新入生

が入学しました。式では、岩井陸さんによ

る「新入生誓いの言葉」が述べられました。

　式終了後は、教室にて担任の先生からこ

れからの中学校生活についてお話がありま

した。（４月６日）

初山別中学校入学式

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用や規模を縮小して行われました。

　４月の「ほしっこくらぶ」は新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止といたしました。

　５月は２０日、２７日を予定していますが、中

止とする場合がございます。

　ふじみ保育所に７名の元気な園児が仲間

入りしました。

　一人ひとり名前を呼ばれると、大きな声

で返事ができた子や、お母さんから離れら

れずにいる子もいました。

　最後はみんなで記念撮影ができました。

（４月３日）

ふじみ保育所入園式

　大きなランドセルを背負い８名の新入生

が入学しました。

　緊張した面持ちで式に臨んでいましたが

先生に名前を呼ばれると元気よく返事をし

ていました。（４月６日）

初山別小学校入学式

４月の

できごと

で　き　ご　と日（曜）
村職員辞令交付式１昌
ふじみ保育所入園式３晶
初山別小学校入学式
初山別中学校入学式

６捷

乳幼児健診８昌
入札１７晶
子宮がん・乳がん検診（豊岬・有明）２０捷
子宮がん・乳がん検診（初山別）２１昇



丑

　本村の地域おこし協力隊は、令和２年４月

より２名の隊員が加わり、現在５名で活動して

います。早く村になじめるよう頑張りますので、

応援・お声がけよろしくお願いいたします。

令和２年令和２年度度　初山別村新規採用職員の紹初山別村新規採用職員の紹介介

猿美深町出身

　平成９年８月生まれ

猿配属：総務課税務係

猿抱負：いち早く仕事に慣

れるよう頑張りたいと思

います。

佐々木　映　輔
（ささき　えいすけ）

木　村　岳　斗
（きむら　やまと）

猿石狩市出身

　平成１０年５月生まれ

猿配属：住民課戸籍住民係

猿抱負：初山別村の皆様か

ら信頼される職員になり

ます。

田　島　早　苗
（たじま　さなえ）

猿深川市出身

　平成元年３月生まれ

猿配属：ふじみへき地保育所

猿抱負：保育士として、子

どもたちの成長をサポー

トさせていただきますの

で、よろしくお願いします。

新規地域おこし協力隊のご紹介

荻　原　光　央
（おぎはら　みお）

猿出身：愛知県

猿担当地区：豊岬

猿趣味・特技：料理

　４月１日、新規加入隊員の２名は、村長・副

村長を訪問し、協力隊としての意気込みを語り

ました。

池　本　凌太郎
（いけもと　りょうたろう）

猿出身：鳥取県

猿担当地区：初山別

猿趣味：映画鑑賞

猿特技：野球
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　はじめまして。４月１日より、地域おこし協力隊としてお世話になっ

ております池本　凌太郎（いけもと　りょうたろう）です。鳥取県から

参りました。

　４６都府県に住む誰もが、おそらく一度は夢見る北海道でのくらしをや

はり私も夢見たひとりでした。そして昨秋、単身利尻島に上陸、ぐるっ

と一回りしたその帰り、立ち寄った土地こそ、この初山別村。半年後、

役場から歩いてすぐの公営住宅をお借りすることとなりました。どうぞ

お見知りおきください。

　小中高と１０年間白球を追い続け、悲願の甲子園では先輩方の活躍を一

塁側スタンドから見守り、一転、大学から大学院と芸術にどっぷりその

身を浸し、卒業後も学友らと映画制作に明け暮れる日々を送るかたわら、

アルバイト先の和食店では黙 と々蕎麦を打っておりました。

そんな経験が、いろいろなかたちで地域協力活動の一助と

なれば幸いです。

　若輩の身ではありますが、精いっぱい頑張っていく所存

ですので、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上

げます。

　愛知県から来ました、荻原光央（おぎはらみお）と申します。２５歳です。５月で４ヶ月になる

息子と越して参りました。

　今私は、木下りんご農園の木下さんのところで研修をさせていただいております。どんなこと

も簡単にこなしてしまう木下親分の下で、筋肉痛になりながら楽しく必死にやっている子分だと

認識していただければと思います。

　去年の夏に初山別村に訪れたのが初めてで、青い綺麗な海のある素敵な村に一目

惚れしました。これからここで暮らすことができることをとても嬉しく思います。

　北海道はまだまだ初心者なので、もし私がなにかしでかしていましたら、温かい

目で見守ってくださると有難いです。皆さまにも助けていただく場面もあるかもし

れません。どうぞよろしくお願いいたします。

　広報しょさんべつ（５月号）が、皆様の元に届いているころには、元号が令和になって丸一年

が経過したところでしょう。「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」という意味を

込められ新しい時代に国民皆様の幸福を願ったところだったでしょうが、令和元年東日本台風な

どの未曾有の災害、そんな中でもオリンピック・パラリンピックを前年に控え盛り

上がりを見せていた……が、大変な世の中になってしまいました。丑谷も先月号で

予告していたシアタールーム（無料映画上映）を先延ばしに、また、千葉の自宅を

売りに出したのですが、反応が全く無いようで……。大なり小なり皆様影響を受け

ストレスを抱える日々が続いておりますが、三密とモラルもった行動で耐え忍びま

しょう。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

新人自己紹介　池本　凌太郎

【丑谷】

【池本】

【荻原】

新人自己紹介　荻原　光央

元号が令和になり１年経ちました
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は
、
１
日
１
本
の
喫
煙

で
も
疾
患
罹
患
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
本

数
を
十
分
の
一
に
減
ら
し
て
も
病
気

に
な
る
リ
ス
ク
は
半
分
程
度
し
か
減

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
電
子
た
ば
こ
は
紙
巻
き
た
ば

こ
と
比
較
し
て
有
害
成
分
を
　
％
減

９０

ら
し
て
い
る
と
 謳
 っ
て
い
て
も
病
気

う
た

に
な
る
リ
ス
ク
は
　
％
減
り
ま
せ
ん
。

９０

ま
た
、
電
子
た
ば
こ
の
長
期
の
安
全

性
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え

て
電
子
た
ば
こ
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
へ

の
幅
広
い
能
力
を
損
な
う
と
い
う
研

究
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
紙
巻
き
た

ば
こ
か
ら
電
子
た
ば
こ
に
変
え
て
も

健
康
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

■
身
近
な
人
を
危
険
に
 曝
 す
 

さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
受
動
喫
煙

　
喫
煙
者
が
重
い
感
染
症
を
患
う
と
、

急
性
呼
吸
不
全
症
候
群
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）

を
併
発
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
受

動
喫
煙
に
よ
る
わ
ず
か
な
量
で
あ
っ

て
も
体
内
に
ニ
コ
チ
ン
（
ニ
コ
チ
ン

の
代
謝
産
物
）
が
入
り
込
む
と
Ａ
Ｒ

Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
呼
吸
不
全
に
陥
る
危

険
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
動

喫
煙
は
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
に
よ
る

死
亡
、
肺
が
ん
、
脳
卒
中
、
子
ど
も

の
呼
吸
器
疾
患
や
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

■
三
次
喫
煙

　
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
衣
類

や
家
具
に
付
着
し
、
煙
が
な
い
状
態

で
も
第
三
者
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。
家
や
車
の
中
で
の
喫
煙

は
三
次
喫
煙
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。

■
禁
煙
の
効
果

　
長
年
喫
煙
し
て
お
り
、
今
更
や
め

て
も
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
コ
チ
ン
な
ど
に
よ
る
体
の
免
疫
系

へ
の
悪
影
響
は
、
や
め
て
か
ら
数
週

間
で
な
く
な
り
、
回
復
す
る
こ
と
が

研
究
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ

し
、
非
喫
煙
者
と
同
等
の
肺
が
ん
リ

ス
ク
に
な
る
ま
で
は
　
年
か
か
る
と

１５

言
わ
れ
て
い
ま
す
）
喫
煙
は
早
く
や

め
る
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
初
山
別
村
は
喫
煙
率
が
高
い

　
Ｈ
　
年
の
健
診
デ
ー
タ
で
は
全
国

３０

の
喫
煙
率
が
　
坩１
％
で
あ
る
の
に

１４

対
し
、
初
山
別
村
で
は
　
坩１
％
と

２６

高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
人
１

人
が
禁
煙
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
５
月
　
日
は
 

３１

　
　「
世
界
禁
煙
デ
ー
」で
す

　
こ
の
機
会
に
禁
煙
し
ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
保
健
師
　
小
泉
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

臼



　
令
和
元
年
　
月
か
ら
「
自
動
車
税
」

１０

は
、「
自
動
車
税
種
別
割
」
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

所
有
者
（
所
有
権
留
保
付
自
動
車
の

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

■
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
は
、

５
月
７
日（
木
）
に
発
送
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
札

幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
緯
０
１
１
儿
７
４
６
儿
１
１
９
０

■
自
動
車
税
種
別
割
は
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
の
ほ
か
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！

公
金
支
払
い
」
サ
イ
ト
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
手
続
が
で

き
ま
す
。

■
自
動
車
税
種
別
割
を
納
期
限
ま
で

に
納
付
す
る
と
、
応
援
店
で
特
典

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
自
動
車

税
種
別
割
ス
マ
イ
ル
納
税
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。
詳
し
く

は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

留
萌
振
興
局
税
務
課

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
８
４
１
８

　
総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波

の
日
」
と
定
め
、
６
月
　
日
ま
で
の

１０

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
」
に
電
波
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　
緯
０
１
１
儿
７
３
７
儿
０
０
９
９

【
電
話
受
付
時
間
】

　
８
時
　
分
～
　
時
０
分
、

３０

１２

　
　
時
０
分
～
　
時
０
分

１３

１７

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

 み
ん
な
で
築
こ
う
、 

安
全
で
安
心
な
大
地
　

１
 春
の
地
域
安
全
運
動

■
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

■
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

２
 広
報
ポ
イ
ン
ト

■
子
供
の
犯
罪
被
害
防
止

○
「
い
か
の
お
す
し
」
の
防
犯
標
語

に
よ
る
防
犯
指
導
や
、
登
下
校
の

見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

買
い
物
、
犬
の
散
歩
等
の
日
常
活

動
の
中
で
で
き
る
「
な
が
ら
見
守

り
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
防
犯
ブ
ザ
ー
や
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル

な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

■
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

○
夜
間
は
、
で
き
る
だ
け
人
通
り
が

多
く
明
る
い
道
を
歩
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が

ら
な
ど
の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
周

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

渦

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

限
は
６
月
１
日（
月
）で
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

６
月
１
日
は
「
電
波
の
日
」

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



囲
の
状
況
が
わ
か
り
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

■
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
普
段
か
ら
家
族
間
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
詐
欺
の
話
を
し
て
お
互
い

に
詐
欺
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
る
人
ほ
ど
危
険
で
す
。

「
自
分
も
だ
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
心
構
え
を
し
て
詐
欺
の

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
落
ち
着

い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
不
要
不
急
の
外
出

は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

嘘

 訂正とお詫び 

　広報しょさんべつ４月号掲載の教育執行方針９ページ３段目項目３について、正しく

は「３　ライフスタイルに応じ、楽しく学ぶ生涯学習の推進」です。訂正しお詫び申し

上げます。

（企画振興室企画振興係）

　村では、登録された「携帯電話のメールアドレス、固定電話への音声発信・ＦＡＸ」へ

情報発信を行っております。

　通行止め情報、特殊詐欺の注意喚起、診療所の臨時休業のお知らせ、災害情報などを随

時発信していますので、現在登録をされていない方は、登録することをお勧めします。

●新規登録方法

①広報誌表紙のＱＲコードを読み取り、表示されるアドレスにお名前を添えてメールを

送信する。

②アドレス、電話番号又はＦＡＸ番号（固定電話での音声受信・ＦＡＸを希望の方）を

記入したメモなどを役場企画振興係まで持参する。

　また、「以前登録したのにメールが届かない」という方は、次のことが考えられますので

今一度ご確認お願いいたします。

　①申込み後にアドレスや携帯電話会社を変更した

→役場企画振興係まで、お名前と変更後のアドレスをお伝えください。

　②迷惑メールの設定をしている

→メール受信設定から「宛先指定受信アドレス」に@raiden.ktaiwork.jpを追加してくだ

さい。

設定方法が分からない場合、役場企画振興係まで携帯電話を持参のうえお越しください。

【お問い合わせ】初山別村企画振興室企画振興係　緯０１６４－６７－２２１１

初山別村生活支援メールの登録について



唄

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和２年６月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇

（第４水曜日２４日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２４日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２５日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（１日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（５日・１９日・２６日）〇

予約制八島医師（１０日・１８日）〇〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（９日・２３日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（９日・２３日）〇

整形専門外来予約制
完全予約制八島医師（１１日・２４日）〇〇

完全予約制穴口医師（４日・１８日）〇

完全予約制覺田医師（１２日・２６日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（２日・９日・１６日・２３日・３０日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師
（２日・３日・９日・１６日・１７日・２３日・３０日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（３日・１７日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひとのうごき

～令和２年４月末～

人口と世帯数
人口 １,１４７人
　　　（＋４人）
 男 ５４８人
 女 ５９９人
 世帯数 　５４８世帯 
　　　（±８世帯）

（　） は前月比

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

転　　入
４／１　佐々木　映　輔（初山別）

４／１　木　村　岳　斗（初山別）

４／１　和　野　弘　典（初山別）

　　　　　　　　美　紀

４／１　池　本　凌太郎（初山別）

４／１　川　元　青　空（初山別）

４／１　本　田　喜　忠（初山別）

４／１　工　藤　　　臣（初山別）

４／１　荻　原　光　央（豊　岬）

　　　　　　　　薰　一

４／２　佐　竹　大　樹（初山別）

　　　　　　　　美乃里

４／２　木　村　弥　生（初山別）

４／２　安　居　　　和（初山別）

４／６　石　田　絢　乃（初山別）

４／１３　中　川　ま　み（初山別）

お 誕 生
４／３　清　兼　 詩 　 織 （初山別）

し おり

（父：龍一　母：理央奈）

ご 結 婚
４／１　小　幡　　　睦（初山別）

　　　　横　山　智佳子（初山別）

おくやみ
４／４　土門　榮子　８８歳（豊岬）

４／１２　水門　清子　７１歳（豊岬）



北海道日本ハムファイターズ
公式Ｙ ｏ ｕ Ｔ ｕｂ ｅチャンネルのお知らせ

　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（５／１３～６／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（５月号）１３昌

５

月

予防接種１４昭
破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）１５晶

１６松
１７掌
１８捷
１９昇

ほしっこくらぶ２０昌
ふじみ保育所　歯科検診２１昭
粗大ごみ２２晶

２３松
２４掌

総合健診（豊岬）２５捷
総合健診（初山別）
広報配布（お知らせ版）

２６昇

総合健診（有明）
ほしっこくらぶ会場開放日

２７昌

予防接種２８昭
２９晶
３０松
３１掌
１捷

６

月

２昇
ほしっこくらぶ３昌

４昭
５晶
６松
７掌
８捷
９昇

乳幼児健診１０昌
予防接種
広報しょさんべつ配布（６月号）

１１昭

　新型コロナウイルス感染拡大防止により、外に出れない子

供たちのために監督や選手たちが映像を届けておりますので、

ご興味ある方は一度ご覧になってみてはいかがでしょうか。

　２０２０年の初山別村応援大使である加藤貴之選手も出演して

います。

　YouTubeで検索いただくか、下記ＵＲＬ、ＱＲコードをご

利用ください。

【公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル】

　https://www.youtube.com/user/FIGHTERSofficial/featured

【加藤貴之選手出演動画】

　http://www.youtube.com/watch?v=TtVgexppYXg

　初山別婦人会・日赤奉仕団初山別分団

より小・中学校へ「手作り布マスク」を

ご寄贈していただきました。材料につい

ては会員の持ち寄りなどにより、会員１２

名で２日間かけて製作したとのことです。

手作りマスクの寄贈

可可 HH．．NN．．FF..

　北るもい漁業組合よりハンドソープ、

アルコール製剤、使い捨てマスクをふじ

み保育所、小・中学校へご寄贈していた

だきました。

新型コロナ対策物品の寄贈

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されている行事
などにつきまして、中止や延期、規模縮小などの措置をとるこ
とがありますのでご了承願います。

▲

ファイターズ

公式

▲

加藤選手

出演動画

公式チャンネルはこちらから


